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研究の背景及び目的

高齢化に伴い、緑内障や加齢黄斑変性（AMD）などの失明原因疾患は増加
している。これらの発症には免疫機構の破綻が関与すると考えられるが、網
膜に常在する免疫細胞であるミクログリア（MG）の機能は十分に解明され
ていない。申請者はこれまでiPS細胞由来MGの樹立に成功しており、本研究
ではMGの特性と神経保護機構を明らかにし、新規治療戦略の基盤構築を目
的とする。

期待される効果・応用分野

MGを標的とした新規神経保護薬の開発が期待され、緑内障やAMDをはじめとする網膜疾患にお
ける視機能予後の改善に寄与する。さらに、中枢神経疾患への応用も見込まれる。
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